
本大学は日本ソーシャルワークセンターにて研修認定を受け、

9月10日より標記研修を開講いたします。

研修管理システムmanaableに登録の上、

8月10日(月)9：00～申込をお願いいたします。

申込受付期間8月10日(月)9：00～
※応募は先着順となり、各コースが定員に達し次第、募集を締め切りますのでご了承ください。



こども家庭ソーシャルワーカーとは…

➀
こども家庭福祉を担う

ソーシャルワークの専門職としての
姿勢を培い維持すること

➁
こどもの発達と養育環境等の
こどもを取り巻く環境を

理解すること

➂
こどもや家庭への
支援の方法を

理解・実践できること

・こども家庭福祉実務者の専門性向上を目的に設立
された認定資格です。管轄は、こどもの福祉や教
育を支援する行政機関「こども家庭庁」が担って
います。

・こども家庭福祉の様々な場所や立ち位置で活用、
実践できるためのソーシャルワークを専門的に学
ぶことで、こども家庭福祉に係る支援の専門性の
担保を目指します。

・児童相談所の児童福祉司や、市区町村こども家庭
センターの総括支援員などの任用要件の１つとし
ても位置付けられています。



こども家庭ソーシャルワーカーになるには…

（日本ソーシャルワークセンター こども家庭ソーシャルワーカー認定資格特設サイトより抜粋_https://kodomo.jswc.or.jp/)



募集概要

募集期間
8月3日(月)～8月31日(月)

受講料（申込後に入金必須）

研 修 料・・・13万円

定員
指定研修 20人
SW研修 20人

※定員に達し次第締め切ります

対象者
① 社会福祉士又は精神保健福祉士として、指定施設において２年以上主として児童の福祉
に係る相談援助業務に従事した者（第１号）

② 社会福祉士又は精神保健福祉士として、指定施設において２年以上児童の福祉に係る
相談援助業務を含む業務に従事した者（第２号）

③ 指定施設において４年以上主として児童の福祉に係る相談援助業務に従事した者（第３号）

④ 保育士として、保育所、幼保連携型認定こども園、その他これらに準ずる施設において４年以上児
童の福祉に係る相談援助業務を含む業務に従事した者（第４号）

選考方法
開講期間まで短いことから、今年度は「先着」とさせていただきます。

申込後の流れ
受講料の入金確認後、研修スタートとなります。



研修概要

☆日本医療大学の研修の特徴
・北海道内におけるこどもと家庭の福祉現場に携わる実務経験者・研究者による講義・演習から学びます。
・オンデマンドによる講義を展開し、オンデマンドライブにて、指定研修・ソーシャルワーク研修共に20名クラスで1コース
の演習を開講します。
※指定研修については、原則ソーシャルワーク研修を受講済みになっている方が対象となります。

研修期間
9月1日(火)～12月28日(月)

※演習日程は各コースによって異なります

研修方法
講義：オンデマンド講義
演習：オンラインライブ配信

（※Zoom使用、別途通知予定）

〔連絡事項〕
お申込みいただいてからおおよぼ５日以内に、ご登録いただきましたメールアドレスへ「承認（採用）」「非承認（不採
用）」の結果をお知らせいたします。承認通知後、３日以内に受講料のお支払いをお願いいたします。
期日までに入金確認が確認できない場合、キャンセル扱いとなりますのでご注意ください。その場合は、順次、キャンセ
ル待ちの方々へご連絡させていただきます。各コースの定員が満たした場合は、HPなどにてご連絡させていただきます。



指定研修 オンデマンド講義一覧

指定科目名 時間数

こどもの権利擁護 1コマ

こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割 １コマ

こども家庭福祉Ⅰ（こども家庭をとりまく環境と支援） ２コマ

こども家庭福祉Ⅱ（保護者や家族の理解） 1コマ

こども家庭福祉Ⅲ（精神保健の課題と支援） ２コマ

こども家庭福祉Ⅳ（行政の役割と法制度） １コマ

こどもの身体的発達等、母子保健と小児医療の基礎 １コマ

こどもの心理的発達と心理的支援 １コマ

児童虐待の理解 １コマ

少年非行 １コマ

＊1コマ＝９０分の授業1回分

〇講義動画配信期間：2026/9/10～2026/12/28

各科目に対応して演習があります。演習科目の受講までに講義を視聴してください。

指定科目名 時間数

社会的養護と自立支援 １コマ

貧困に対する支援 １コマ

保育 １コマ

教育 ２コマ

こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ
（多様なニーズをもつこどもや家庭へのソーシャルワーク）

１コマ

こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ
（こどもの安全確保を目的とした緊急的な対応に関するソー
シャルワーク）

２コマ

こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ
（地域を基盤とした多職種・多機関連携による包括的支援体
制の構築）

１コマ

こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ
（組織の運営管理）

１コマ



指定研修 演習科目開講日程

指定研修
１時限目

(9:00～10：30)
２時限目

(10:40～12:10)
３時限目

(13:00～14:30)
４時限目

(14:40～16:10)
５時限目

(16:20～17:50)

2026/9/13 日 保育 こども家庭福祉Ⅰ

2026/9/26 土 こどもの権利擁護

2026/9/27 日 こども家庭福祉Ⅳ
こどもの心理的発
達と心理的支援

少年非行 貧困に対する支援

2026/10/3 土 こども家庭福祉Ⅱ
こどもの身体的発
達等、母子保健と
小児医療の基礎

2026/10/4 日 こども家庭福祉分野のソーシャルワーク専門職の役割

2026/10/12 月 児童虐待の理解

2026/10/18 日 こども家庭福祉Ⅲ 教育
2026/10/24 土 こども家庭福祉とソーシャルワークⅠ
2026/10/31 土 こども家庭福祉とソーシャルワークⅡ
2026/11/1 日 社会的養護と自立支援
2026/11/7 土 こども家庭福祉とソーシャルワークⅢ
2026/11/28 土 こども家庭福祉とソーシャルワークⅣ



ソーシャルワーク研修

2026年度のソーシャルワーク研修は

第3号コース（相談援助実務経験者ルート）の方のみ

の募集となります。

＊第4号コース（保育所保育士ルート）の方は対象外ですので
ご注意ください。



指定科目名 時間数 講師 開講日

ソーシャルワークの理論と方法
講義13コマ
講義13コマ

越石 全（日本医療大学）
丸山 正三（日本医療大学）

9/1～
（オンデマンド）

地域福祉と包括的支援体制
講義8コマ
講義5コマ

忍 正人（旭川市立大学）
銭本 隆行（国際医療福祉大学）

9/1～
（オンデマンド）

ソーシャルワーク演習Ⅱ 演習26コマ

丸山 正三（日本医療大学）
越石 全 （日本医療大学）
山下 浩紀（日本医療大学）
平野啓介（日本医療大学）

10/24.25（土.日）
10/31.11/1（土.日）

11/7（土）
11/8（日）

ソーシャルワーク研修

オンデマンド講義・演習スケジュール・講師一覧
（相談援助実務経験者ルート）



ソーシャルワーク研修 演習科目開講日程

SW研修
１時限目

(9:00～10：30)
２時限目

(10:40～12:10)
３時限目

(13:00～14:30)
４時限目

(14:40～16:10)
５時限目

(16:20～17:50)

2026/10/24 土
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習）

(丸山)

2026/10/25 日
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習）

（丸山）

2026/10/31 土
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習）

（越石）

2026/11/1 日
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習）

（越石）

2026/11/7 土
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習）

（山下）

2026/11/8 日
ソーシャルワーク演習Ⅱ（演習)

（平野）



今後の予定

2026年9月10日(木)～
2026年12月28日(月)

指定研修・SW研修（講義・演習）に
お取りくみください。

2026年8月10日(月)～
9月9日(水)

研修申込受付期間となります。

202７年3月7日（日）

第3回認定試験
試験会場：大正大学
（東京都豊島区西巣鴨）

日本ソーシャルワークセンター
こども家庭ソーシャルワーカー
認定資格 特設サイト
https://kodomo.jswc.or.jp/

https://kodomo.jswc.or.jp/


申込方法・お問い合わせ先

申込方法

〔研修管理システムmanaable〕
※必ず「受講予定の研修実施機関」を日本医療大学に設定してください！
manaableホーム画面>個人設定 より変更していただけます。

ログインURL
https://jswc.manaable.com/login/

お問い合わせ先

日本医療大学（月寒キャンパス）
★〒062-0053札幌市豊平区月寒東3条11丁目1番50号

TEL：011-885-7711 FAX：011-351-6160
Mail：jhu.kodomokatei.sw@gmail.com
（※氏名、所属、連絡先を明記の上、ご連絡をお願いいたします）

ログインQRコード

https://jswc.manaable.com/login/
mailto:jhu.kodomokatei.sw@gmail.com


ソーシャルワーカーは、
困ったときにあける扉の前で、
いつも支援する姿勢で待っています。


